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計画の推進と進行管理 
 

第５章 
 

 

 

１ 計画の推進体制と市民との協働 

本計画では、「市民」「市」「関係者、各種団体」が、それぞれの連携の強化を図りながら、

一体となって食育を推進していきます。 

 

 

 

 

 

２ 計画の進行管理と評価 

計画を着実に推進していくためには、計画の進捗状況を常にチェックし、取り組み内容を

修正するなど、柔軟に対応していくことが求められます。庁内関係部局からなる「庁内食育

推進部会」において、食育事業を総合的、継続的かつ横断的に行うため、基本目標ごとに掲

げている施策に対する関係事業の進捗状況を年度毎に確認します。 

さらに、公募市民や有識者による「日野市食育推進会議」において、計画の総合評価を行

います。 

Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Act（改善）の 4 段階を繰り返す PDCA

サイクルに基づき、年 1 回、取り組みの実施状況について評価、検証を行い、取り組みを

見直しながら計画を推進してまいります。 

また、中間年度と最終年度にはアンケート調査を実施し、本計画に定める数値目標の達成

状況の中間評価及び最終評価を行い、次期計画策定へとつなげていきます。 
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【 日野市の食育の推進体制 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

食育の推進 

 

 

市 

家庭で 学校で 児童館、保育園で 

地域で 
（保健所、医療機関、農産物の生産、食品の製造、加工、流通の現場など） 

 

 

 
子どもの保護者 

教育・保育・医療・ 

保健関係者など 

市役所内部の 

推進（チェック）体制 

庁内食育推進部会 

事務局 

（健康福祉部健康課） 

 日野市食育 

推進会議 

○食育に関する

知識・経験を有

する者 

○公募市民 

市民と連携して推進 

フィード

バック 

農業者など 

評価シートに基づき、

評価・検証 

検証 

総合評価 食品関連事業者など 

各種団体、ボランティア 
庁内食育推進関係課 

関係者・団体など 


